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【背景と目的】 

　本院の医療情報システムのポータル機能は、2002年から統合ランチャーシステムで一元管理している。主な機

能は、職員のログイン管理、ログ管理、シングルサインオンによるマルチベンダーのシステム起動、職種と端末

による利用権限管理、院内向けの各種案内、マニュアル掲載である。長年の運用に伴い、登録したシステム数は

122件、職種数は210件と膨大になり、運用や管理が困難となった。システム起動ボタンは、サイズや色が同一で

分類されずに並び、さらに、起動できないボタンも表示されていた。利用権限管理では、俯瞰的な一覧表示や一

括でのメンテナンスができなかった。これらを改善するため、2020年2月の医療情報システム更新にあわせ

て、システムを改良したので報告する。 

【方法】 

　システム起動ボタンは、未整理で一方的に増加していた分を整理した上で、従来の1色、1サイズ、1階層か

ら、分類、サイズ、色でグループ化して表示する方法とした。利用権限管理は、マトリクス形式の一覧表示から

一括でメンテナンスできる方法とした。 

【結果】 

　システム起動ボタンは、「共通」、「職種別」、「その他」の3種類に大別した。まず、「共通」は電子カルテ

含む8ボタンとし、大きなサイズで上部に表示した。また、メンテナンスの改善のため、分類、順序、文字色、背

景色を同一画面上から直接操作できる機能を実装した。利用権限管理は、権限は○×で表示し、一覧から直接、一

括操作できる機能を実装した。さらに、ログインを切り替えずに職種毎のボタン配置を確認できる機能と、ボタ

ン配置をコピーする機能を実装した。 

【考察】 

　システム起動ボタンは、ボタンを整理し、全職員が共通で利用する頻度が高いボタンを大きく上部にまと

め、視認性と操作性が向上した。利用権限管理では、一覧による管理機能、ボタン配置確認・コピー機能が、シ

ステム部門の保守の効率化の一助となると考える。
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Since 2002, the portal function of the medical information system of this hospital has been centrally managed 
by the integrated launcher system. Main functions are staff login management, log management, multi-vendor 
system activation by single sign-on, usage authority management by job type and terminal, various guides for 
in-hospital, and manual posting. With many years of operation, the number of registered systems was 122 and the 
number of occupations was 210, which made operation and management difficult. The system start-up buttons 
had the same size and color and were lined up without classification. In addition, a button that could not be 
activated was also displayed. In the usage right management, there was no bird's-eye view list display or a 
mechanism that could be maintained at once. We report that we improved the system in line with the medical 
information system update in February 2020. 

As for the system start-up button, the part that had been unsorted and increased unilaterally was sorted out. 
From the conventional one color, one size, and one layer, a method of displaying by grouping by classification, 
size, and color was adopted. The usage authority management is a method that can be maintained at once from a 
list display in matrix format. 

The system start button is roughly divided into three types: "common", "job type", and "other". First, 
"common" has 8 buttons including an electronic chart, and is displayed in a large size at the top. “Common” has 8 
buttons including the electronic chart, and is displayed in a large size at the top. To improve maintenance, we 
implemented a function that allows you to directly operate classification, order, text color, and background color 
from the same screen. In the usage right management, the functions are displayed as "○" and "×", and the 
function to perform batch operations directly from the list is implemented. A function to check the button layout 
for each job type without switching login and a function to copy the button layout were implemented. 

For the system start button, the buttons that are commonly used by all staff are grouped at the top to improve 
visibility and operability. With regard to usage authority management, we believe that new management functions 
and auxiliary functions will help streamline the maintenance of system departments. 
 

Keywords: HIS, SSO, GUI 

1.背景と目的 
北海道大学病院（以下、本院という）の令和元年 6 月 1 日

時点の概要は、1 日平均外来患者数 3,100 人、1 日平均入院

患者数 804 人、承認病床数 944 床、9 診療科、29 中央診療

施設、休職者を除く総職員数 2,741 人である。 
本院の医療情報システムを利用するためのポータル機能

は、2002 年から統合ランチャーシステム（以下、本システム）

で一元管理している（図 1）。本システムの主な機能は、医療

情報システムを利用する職員のログイン管理、電子カルテや

各部門システム等のマルチベンダーシステムのシングルサイ

ンオンでの起動、職種と端末による利用権限の管理、操作ロ

グの管理、院内向けの各種案内の掲載・閲覧、申請書や各

種マニュアルの掲載・閲覧等である。本システムは、医療情

報システムを利用する全職員が利用し、原則、本システムに

ログインし、本システムから各システムを起動する方針・仕組

みで運用している。 
 
 

 

図 1 2018 年時点 本システムの各システム起動画面 
 
2002 年の本システムの構築後、2008 年、2013 年に医療情
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報システムを更新したが、長年の運用に伴い、登録したシス

テム数は 122 件（システムベンダー数 33 社）、職種数は 210
件と膨大になり、これらの管理や運用が困難となっていた。 
本システムの機能では、ログイン後の各システム起動ボタ

ンは、色（緑色）やサイズが同一で分類せずに並び、さらに、

起動できないボタンも表示されており、視認性が悪かった。シ

ステム管理者が利用する利用権限の管理機能では、従前より、

職種と端末で権限管理するメンテナンス機能はあったものの、

俯瞰的な一覧表示ができないことで全体把握が難しく、また、

一括でメンテナンスができないことで作業が煩雑となり、管理

作業が困難な状態であった(図 2)。 

図 2 2018 年時点 職種毎起動システムマスタの画面 
 
これらを改善するため、2020 年 2 月の医療情報システム更

新にあわせて、本システムを改良したので報告する。 
 

2.方法 

2.1 システム起動ボタン 
システム起動ボタンは、従来の 1 色、1 サイズ、1 階層から、

分類、サイズ、色でグループ化して表示する方法とした。また、

ボタンを制御しているマスタから既存のデータを抽出し、未整

理で一方的に増加していたボタンを、2020年の医療情報シス

テム更新に伴う必要なボタンと不要ボタンに整理した上で、設

定を行った。 

2.2 利用権限管理機能 
利用権限管理機能は、システム管理者用のマトリクス形式

の一覧を表示し、そこから一括でメンテナンスできる方法とし

た。 
 

3.結果 

3.1 システム起動ボタン 
システム起動ボタンは、「共通」、「職種別」、「その他」の 3

種類に大別した。まず、全職員の利用頻度が高い「共通」は、

電子カルテ、カンファレンス、ティーチング、労務管理、勤務

キャリア、e-ラーング、医療安全報告、共有フォルダの8ボタン

とし、大きなサイズで上部に表示した（図 3）。そのうえで、利

用頻度が高く、各職種で利用するボタンをまとめ、「職種別」と

して中部に表示した。さらに、共通で利用するものの利用頻

度が低いボタンをまとめ、「その他」として下部に表示した。ボ

タンの色は、共通系を緑、ツール系を黄、部門系を青、メンテ

ナンス系を茶で統一し、色分けして表示した。 
システム起動ボタンのメンテナンス機能の改善のため、シス

テム管理者により、分類、順序、文字色、背景色を、画面から

直接メンテナンスできる機能を実装した（図 4）。なお、ボタン

の色は、10 種類の背景色と 8 種類の文字色を設定できる機

能とした。 
既存のマスタデータを抽出した上で、必要なボタンと不要

なボタンを整理した。端末毎の利用権限管理にて、今回導入

した新システムの計 13 ボタンを表示設定とした。また、過去に

利用していたが現在は導入していないシステムの計 38 個の

ボタンを非表示設定とした（表 1）。 
 

図 3 2020 年時点 本システムの各システム起動画面 
 

図 4 2020 年時点 本システムのメンテナンス画面 
 

表 1  システム更新に伴い整理したボタンの一覧 
追加（13 個） 削除（38 個）   
HODMS3 画像レポート SJI ﾈｯﾄﾜｰｸ 旧診断書作成 
SPD 実施 (旧)CLAIO SJI ﾏｽﾀﾒﾝﾃ 旧診断書作成 
医療文書統計 (旧)TIME ＵＳＢ入出力 検査 
検体検査 (旧)旧メール１ ｶﾙﾃﾃﾞｰﾀ送信 参照系に接続 
生理受付 (旧)旧メール２ カルテ検索 手術動画_ 
ﾓﾆﾀｱﾗｰﾑ集計 (旧)材料管 カルテ初期化 手術動画２_ 
ﾓﾆﾀｾﾝﾄﾗﾙ (旧)診断書管理 キャリア支援 条件送信ﾓﾆﾀﾘ 
ﾓﾆﾀ医事会計 ★新本番系 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌﾞｯｸ 電子カルテ２ 
モニタ使用率 ＡＯＣ ﾏﾄﾘｸｽ切替 配信前に戻す 
輸血管理 ＨＯＤＭＳ２ ﾕﾆｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 病棟モニタ 
量的監査 IEHookConsol 過去カルテ 本番系に接続 
医療相談 ＭＳＴＤＬ 旧医 患看 輸血 
眼振動画 SAS_EG 旧歯 患看 

 

3.2 利用権限管理機能 
利用権限管理機能は、従前のマスタを継承したうえで、シ

ステム管理者用の新たなメンテナンス画面を構築し、システム

起動ボタンと同一の画面上から起動できる仕組みで構築した。

一覧は、職種毎に権限を確認・設定できる職種毎起動画面

（図 5）と、端末毎に権限を確認・設定できる端末毎起動画面

（図 6）を用意した。それぞれ、利用者権限を一画面のマトリク
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ス形式の一覧で表示し、権限は○と×で明確に表示し、さら

に、職種と部署で絞込できる機能をつけた。メンテナンス作業

は、一覧から直接、マウス操作により一括で権限を変更し、登

録できる仕組みとした。 
また、バックアップボタンから、現在表示している一覧のマ

スタを csv 形式で出力できる機能を実装した。 
 

図 5 職種毎の利用権限の一覧管理画面 
 

図 6 端末毎の利用権限の一覧管理画面 
 

3.3 システム管理者用の追加の補助機能 
システム管理者用の補助機能として、システム起動ボタンと

同一画面上から起動できる、2 つの機能を追加で実装した。 
1つ目は、ログインを切り替えることなく職種毎のボタン配置

を確認できる、職種変更機能である。システム管理者は、一

覧で表示した職種の中から対象の職種を選択することで、対

象の職種で設定しているボタン配置を画面に反映し、閲覧で

きる仕組みである。一般利用者からのシステム問い合わせ時

の確認作業と、利用権限管理のメンテナンス後の確認作業を

補助するために利用する。 
2 つ目は、職種毎のボタン配置をコピーして登録できる、配

置コピー機能である。システム管理者は、職種変更機能を利

用してコピー元となる職種のボタン配置を表示したうえで、一

覧からコピー先の職種を複数選択し登録することで、一括で

表示しているボタン配置をコピーできる仕組みである。利用権

限管理のメンテナンス作業を補助するために利用する。 

 

4.考察 

4.1 システム起動ボタン 
システム起動ボタンは、ボタンを整理し、全職員が共通で

利用する頻度が高いボタンを大きく上部にまとめたことで、視

認性と操作性が向上したと考える。また、同一分類内でも、ボ

タンを色で分けたことで、従前より直感的にボタンを探せると

考える。 
システム起動ボタンのメンテナンス機能は、従前では、別画

面を起動してメンテナンスしていたが、同一画面上から直接メ

ンテナンスできることで直感的に操作でき、また、メンテナンス

画面を起動するまでのクリック数も減ったことで、操作の負担

が軽減できたと考える。また、画面を直接操作してメンテナン

スできることで、同一画面上で確認作業を行いつつ設定作業

ができ、設定間違いも減ると考える。 
必要なボタンと不要なボタンを整理したことで、起動できな

いシステムはボタン自体が非表示となり、ボタンを押したが起

動できないという問い合わせが無くなると考える。また、不要

なボタンが非表示となったことで、ボタンの視認性があがった

と考える。 
 

4.2 利用権限管理機能 
利用権限管理機能は、利用者権限をマトリクス形式の一覧

で表示したことで、従前ではできなかった権限の一画面での

一元把握ができるようになった。また、従前の一覧では、利用

の可否が明示的に表示されておらず直感的な把握が困難で

あったが、〇と×で可否を明確に表示したことで、直感的に

把握ができるようになったと考える。メンテナンス作業は、従前

ではできなかった、一覧画面上での視覚的な一括更新がで

きることで、作業の負担と作業漏れが減ると考える。 
バックアップ機能により、現在表示している一覧のマスタを

csv 形式で出力でき、従前より簡便にバックアップを取ったう

えで、メンテナンス作業ができる仕組みとなったと考える。しか

し、csv 形式で出力したデータは、マスタ情報の羅列となって

おり、マトリクス形式のレイアウトで出力していない。マスタデ

ータをマトリクス形式で閲覧・確認したい場合には手動で加工

する必要があり、閲覧・確認の用途に利用するには課題が残

っている。 
 

4.3 システム管理者用の追加の補助機能 
職種変更機能により、従前の利用権限管理のメンテナンス

後の確認作業では、テスト用の職員の職種を変更したうえで、

実際にログインして確認していたが、作業したシステム管理者

がログアウトせずに、画面の切り替えのみで確認できることと

なり、確認作業の負担が軽減できると考える。 
ボタン配置コピー機能により、従前では、新しい職種を作

成した場合には、職種の権限管理とボタンの配置を一から設

定する必要があったが、元となる職種をコピーした上で、一部

の設定のみを変更することで対応できることとなり、設定作業

の負担が軽減でき、また、煩雑な作業が減ることで作業間違

いが減ると考える。 
 

4.4 全体の考察と今後の課題 
今回の本システムの改良と機能強化では、システム起動ボ

タンやメンテナンス機能について、ユーザインターフェースの

向上ができたと考えるが、2 つの課題が残った。 
1 つ目は、今後の管理方法についての課題である。今回、

ユーザインターフェースの向上と、長年の運用に伴い増えた

システムを整理した。当分は問題無いと考えるが、システムは

今後も増え続けると予想するため、将来的に視認性が低下す

る懸念がある。今後、定期的に、ボタンや権限の棚卸作業が
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必要であると考える。また、今回、作業時間の都合で、職種毎

の権限の棚卸作業にはいたらなかったため、今後、検討した

い。 
2つ目は、スマートフォンやタブレット端末へのユーザインタ

ーフェースの対応である。従来は、デスクトップ端末やノート

型端末でのマウスとキーボード操作が中心であったが、スマ

ートフォンやタブレット端末の導入が進み、タッチパネルでの

操作が増えてきている。今回のシステム起動ボタンのサイズ

変更等の工夫により、従前のシステムより押下しやすくなった

と考えるが、画面サイズが小さい端末での操作や、タッチパネ

ル端末での操作に最適なレイアウトにはいたっていないため、

今後も、検討が必要と考える。 
 

5.まとめ 
ユーザインターフェースの改良と機能強化により、従前の

システムより視認性と管理機能が向上したと考える。今後は、

機能の強化の検討に加えて、各種設定の整理も行っていくこ

とが大切だと考える。 
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